
事例12

＜事例概要＞

人工骨頭置換術

① 70 歳代後半、体重40 kg 台、肝硬変がある患者。血小板数5 万/μℓ台。

② 大腿骨頚部骨折に対し、受傷約1 週間後に人工骨頭置換術を施行。

③ 髄腔にセメントを使用し止血を試みた。術中出血量190 g。退室時血圧100 mmHg
台、心拍数100回/分台。

④ 病棟帰室時、Hb 9 g/dℓ台。約2 時間後、血圧110 mmHg台、心拍数130 回/分台。嘔
気や疼痛に対し薬剤投与。創部出血あり。約5 時間後、創部ガーゼ上層の出血あり、血
圧110 mmHg台、心拍数120 回/分台。約15 時間後、心室頻拍あり、Hb 4 g/dℓ台。C T
で大殿筋周囲に約620 mℓ相当の出血あり。帰室約16 時間後に死亡。

⑤ 死因は、出血による心室頻拍。死亡時画像診断（Ai）有、解剖無。

提言第18号　股関節手術を契機とした出血に係る死亡事例の分析


